






















〔秋期入試 前期課程 日本史〕 
日本史Ⅰ. 
 日本史における交通もしくは交易と社会・政治との関係について、特定の時代に絞っ
て、具体的な事例に沿って述べなさい。 
 
 与えられた論題について、自らの関心に即した関連事象を想起し、論理的な脈絡の通っ
た文章に組み上げる能力を調べる試験である。 
 
 
日本史Ⅱ. 
 ①籍帳制度 
 律令に定められた、⼾籍や計帳によって人々を掌握して登録しする制度。⼾籍は６年に
一度作成されて口分田班給にも利用され、30 年間保管される。計帳は毎年作成され、さま
ざまな賦課を行う台帳となった。計帳は、各⼾が提出する手実をもとに歴名が作成され、
それをもとに国ごとの統計が作られる。計帳歴名と⼾籍との作成過程における関係をめぐ
っては、諸説があり検討が続いている。 
 
 ②金沢称名寺 
 武蔵国六浦荘の真言律宗の寺院。北条実時が居館内に設けた持仏堂から興り、実時が叡
尊に帰依したところから真言律宗に転じ、金沢北条氏の氏寺となった。審海・劔阿・湛睿
ら歴代住持が優れた学僧で、実時・顕時・貞顕・貞将ら金沢北条氏歴代も好学であったた
め、境内に経典そのほか和漢の文献が収められた文庫、いわゆる金沢文庫が設けられた。
金沢北条氏は歴代が六波羅探題・評定衆を務め、貞顕は執権にもなって栄えたために称名
寺も興隆し、14 世紀初めの称名寺境内絵図が残る。 
 
 ③正徳の政治 
 徳川綱吉の死後、新井白石と間部詮房を中心にして行われた政治。種々の政策が実施さ
れたが、そのうちのひとつが、将軍職の権威強化である。綱吉のつぎの将軍である家宣は
わずかな在職期間で死去し、跡を継いだ家継は幼少であった。そのため、職としての将軍
の権威強化が図られた。家継と霊元法皇の娘との婚約は、その一環とされる。また、日本
宛の朝鮮国書の「日本国大君殿下」を「日本国王」に書き改めさせたことも、将軍の地位
の確認という意味では、関連する政策であろう。なお、正徳の政治は吉宗の将軍就任で終
わりを告げた。白石は吉宗の政治に批判的であったという。 
 
 
 



 ④総力戦体制 
 ヨーロッパにおける戦闘が中心であった第一次世界大戦へは日本は実質的に参戦してい
ないため、新たに生まれた戦争の形態である総力戦を経験しなかった。そのため、大戦後
に陸軍を中心として戦時動員体制の研究が進められるようになった。陸軍省では整備局動
員課が設置され、また内閣には資源局が新設された。このような流れの延⻑線として、満
洲事変後には広義国防国家が提唱され、日中戦争下の 1938 年には国家総動員法が制定さ
れる。 
 
日本史Ⅲ. 
1. 
ａ  

始めの四文字 ：夫大宰府 
 終わりの四文字：黙止不省 
 
ｂ 
 東は⻑門を以て関と為し、⻄は新羅を以て拒と為す。しかのみならず、九国二島、郡県
闊遠にして、古より今に、以て重鎮と為す。夫れ事を謀すは必ず就祖をし、政を発するは
古語に占ふ。因りて旧記を検ずるに、大唐・高麗・新羅・百済・任那等、悉く此の境に託
し、乃ち入朝を得。或ひは貢献の事に縁り、或ひは帰化の心を懐ふ。諸蕃の輻奏、中外の
関門と謂ふべきものなり。 
 
ｃ 
 大宰府では、徳のある立派な官人を、⻑官である大宰帥や次官である大弐・少弐とし、
才能の豊かな者を第三等官の監や第四等官の典としてきた。もしそれにふさわしい人物が
いなければ、弁官や式部省から選んで採用していた。しかしながら、このごろではそうし
た方法はすっかり見られなくなって行われていない。 
 
ｄ 
 その（大宰府の）役人は、ある者は目を潰してしまったり口がきけなくなってしまった
かのように口を閉ざして、一時の影響を避けようとしている人のようである。またある者
は、恥をかくことなどかまわず財物に貪欲になり、きびしく住⺠に賦課する役人となり果
てている。大宰府の下役人たちも諸国の国司たちも、こうした状況を悲しまないことはな
い。 
 
 
 



ｅ 
 大宰少弐や筑前守のように、関係する官人で心あるものもいて、有益な論を取り上げよ
うという意志はあるのだが、不正を矯正するまでの力量が無く、いまだにこうしたうわさ
が嘘なのか事実なのかをはっきりさせることもせず、ただ耳を塞いでいるだけの状態とな
ってしまっている。 
 
 
 
2. 
設問一 
持氏誅戮の事、上杉安房守の所存を尋ね究めんがため、柏心和尚下向し候。 
 
設問二 
彼(上杉安房守憲実)の返事が、あくまでも足利持氏の助命を求めるというものであるのな
らば、上杉憲実には期待せず、京都から派遣された軍勢だけで持氏父子の誅殺を実行する
予定である。そのため、憲実らの妨害などについて用心する必要があり、篠川御所満直・
甲斐守護武田信重に対して、対策をとるように命じた。 
 
設問三 
京都から、河野氏をはじめとする軍勢が持氏父子誅戮のために鎌倉に下向する予定であ
る。そういうことなので、彼ら(河野以下)の到着を待って、彼ら(河野以下)が到着したな
らば、京都から来た軍勢の大将たちで配備を相談し、持氏のいる永安寺と義久のいる保国
寺(報国寺)に攻め寄せて、手抜かりのないように合戦し、忠節を尽くせ。 
 
設問四 
鎌倉は関東管領上杉氏や相模守護三浦氏など幕府と関係の深い勢力の影響が強いため、こ
れを離れることで安全を確保することができる利点があった。古河は 14 世紀の小山義政
の乱に際して、足利氏満が京都将軍足利義満から将軍直轄領であった下河辺荘を譲り受け
たもののなかにあり、上杉氏の影響力が及んでいなかった。また、古河に拠ることで、那
須氏・小山氏・結城氏・佐竹氏・千葉氏など、東関東に多い平安時代以来続く伝統的大豪
族の後援を受けて、上州一揆・武州一揆など上野・武蔵の中小武士団に拠る上杉氏に対抗
することができた。また、古河付近は利根川・渡良瀬川・思川水系と常陸川に繋がる水系
とが接近する地峡になっていて、陸路が制約される天然の要害であるとともに、関東地方
の東⻄南北と水運によって連絡することのできる便宜があった。これらの利点を踏まえて
鎌倉から古河に本拠を移したと考えられる。 
 



3. 
設問１  
無宿のような者。無宿とは、定まった住居や生業を持たない者、あるいは人別帳 から除
外された者のことである。治安を乱す存在として、しばしば問題になった。 
 
設問２  
職務の増大などにより、享保期に勘定所は、公事方と勝手方に分かれた。公事方 はおも
に訴訟や⺠事を司った。その公事方の⻑が公事方勘定奉行である。 
設問３  
村役人たちが、怪しい者を見聞きしたのにも関わらず、それを申し立てては面倒 なこと
になると思い、その結果として、取締りを逃れるような者がいては、（それは見 逃した者
の）心得違いとなるので、村々で委細に取り調べ、幕府に申し出なさい。もし これ以
後、見逃されたりした者などがいて、それがほか（ほかの村からの通報など）か ら発覚
すれば、（見逃したりした）村役人に対して、かならず処罰を与える。領主や地 頭（旗本
など）についても過失となるので、そのことを理解しておくようにしなさい。 
 
設問４  
旗本らの中には、怪しい者が（領内に）いても、（怪しい者を）召し捕えることが難しい
者もいるだろう。そこで、そのような場合は、怪しい、あるいは手掛かりになるようなこ
とがあったら、そのことを勘定奉行に伝えるようにしなさい。そうすれば、すぐに捕縛の
ための役人を派遣する。 
 
設問５  
天明期の政治や社会、文化について、自由に論じてくれればよい。たとえば、近年研究が
進んでいる田沼意次の政治、『赤蝦夷風説考』をはじめとした日露関係の問題など。 
 
4. 
設問一．原敬 
 
設問二．内務大臣 
 
設問三． 

みぎはがいかんてきにさんのへんかをれっきょせしにすぎず、しこうしてそのへんかな
きものにいたりてはにじゅうねんまえにひしてまったくどういつなり、ぶっかのごときも
ごうもとうきせしじょうきょうなし。ようするにいちじるしくへんかせしものはべいこく
にこくじせり、あるいはしたのごときりゆうならんか、すなわちべいこくじんのぱりをこ



のむことひじょうにて、まいとしいくまんとなくきたりてそのざいをさんじたりしが、と
うじはべいこくじんをもってふうぞくのてんにおいてきわめてやひなるものとしてふつじ
んのべっしせしところなりしが、いずくんぞしらんそのやひなるものざいをさんずること
おおくついにはかれらのかんしんをもとめてそのしこうにとうずるようになり、いつとは
なしにかれらのふうしゅうにもどうかしたるものならんかとおもわる。よのごとくにじゅ
うねんかんまったくうちたえてそのちゅうかんのへんせんをみずしこうしてべいこくをつ
うかしてこのちにきたりたるものにはみぎのごときだんていのかんなきをえざるなり、べ
いこくはせいじけいざいのみならずふうぞくにまでかかるせんせいりょくをゆうしたるは
しんにおどろくべきことがらなり。 
 
設問四． 

右については外見的に表れた二〜三の変化を列挙したにすぎず、変化のないものについ
ては二〇年前と比べてまったく同じである。物価も二〇年前から少しも上がっていない。 
 つまり、とても変化したものはアメリカに似たところである。これはあるいは次の理由
によるものであろうか。すなわち、アメリカ人がフランスのパリを非常に好み、毎年何万
人もの人が来て散財していくが、二〇年前であればパリのフランス人はアメリカ人をもっ
て風俗の点からきわめて下品であるとして軽蔑していたが、何ということだろうかその野
卑なアメリカ人で散財する者が多く、遂にはパリのフランス人も彼らの歓心を引こうとそ
の嗜好にあわせるようになり、知らず知らずアメリカ人の風習にも同化したものと思われ
る。私のように二〇年間まったくその間の変化を見ずに、アメリカを通過してこのパリに
来た者には、右のような感想を抱かざるをえない。アメリカは政治や経済のみならず風俗
にまで、このような潜在的影響力を持っているのは、真に驚くべきことである。 
  







出典：趙　翼　　撰曹　光甫　　校點







〔秋季入試 前期課程 東洋史〕 
東洋史 II.  
（3） 

中国の体制を保持しつつ⻄洋の文物を摂取・受容すべだとするいわゆる中体⻄用論に促
され，1860 年代以降に清朝の総督・巡撫らの地方官僚層により推進された初期近代化運動
をいう。当初は，清朝が直面していた太平天国の鎮圧や辺疆防衛のために必要な軍備の強
化に向けた事業が中心であり，たとえば 1865 年には李鴻章により上海に軍事工場として
江南製造局が設立されたが，軍事部門のみならず，輪船招商局のように運輸・実業にかか
わる諸事業も勃興した。同時に，近代化事業を担う人材育成を目的として各種の教育事業
が推進された点も注目される。たとえば，福州においては海軍を担う各種人材の養成を目
的に船政学堂が設立された。しかし，清仏戦争や日清戦争での敗北は，洋務の限界を知識
人に認識させ，体制の変革を求める変法論の台頭を促した。 
 
（4） 

山東省を中心に，義和拳を身につけることで神々が乗りうつり戦闘においても不死身の
身体を獲得できる（刀槍不入）と説く武装・宗教結社集団を指したが，1899 年頃から反キ
リスト教運動が広まるなかで急速に台頭し，義和団と呼ばれるようになった。1900 年 6 月
には，「扶清滅洋」を掲げて北京に入城して列強の公使館を包囲し，日本・ドイツの外交官
を殺害した。清朝は義和団を支持し，列強諸国に宣戦布告したが，8 月にはイギリス・ア
メリカ・ドイツ・フランス・ロシア・日本・イタリア・オーストリアからなる 8 カ国連合
軍に敗れた。翌年，北京議定書が締結されたが，巨額賠償金の支払いのみならず，北京等
への駐兵権を認めるなど，清朝は一層諸列強に従属するようになった。 
 
東洋史 III.  
1） 

 
 
2） 

 



 
 
3)  

 
 
 
  











〔秋季入試 前期課程 ⻄洋史〕 
⻄洋史Ⅱ 
1．ペロポネソス戦争の歴史的意義 
 前５世紀後半、ギリシア世界の主導権をめぐり、アテネの率いるデロス同盟とスパルタ
側のペロポネソス同盟が約 30 年間戦ったペロポネソス戦争はスパルタの勝利に終わっ
た。敗北したアテネは前４世紀初頭に国力を回復したが、⺠主政は市⺠の支持を失って形
骸化し、社会は混乱した。勝利したスパルタも戦後の貨幣経済の流入で土地を失う市⺠が
多く、軍事力が弱体化し、新興のテーベに敗れた。ギリシア世界全体でも、傭兵の使用が
広まり、市⺠が同時にポリスを守る戦士であるというポリスの本来のあり方が徐々に失わ
れることとなった。 
 
2. 十字軍の影響 

東⻄交渉の拡大への影響は大きい。ジェノヴァ・ピサ・ヴェネツィアなどのイタリア港
湾都市による東方貿易が活発化した。聖地イェルサレムへの巡礼が活発化した。キリスト
教理念の浸透を目指して異教徒と戦うという聖戦理念は、聖地周辺での十字軍国家の滅亡
以降も⻑らく続き、十字軍期に誕生した騎士修道会は、その理念を継承し、地中海世界や
中欧にてその理念に基づき戦闘を行なった。十字軍を提唱した教皇の権威は、回を重ねる
につれ不十分となり、教皇権の衰退の一因となる。東⻄交渉の活発化は十二世紀ルネサン
スのような翻訳運動に影響を与え、イスラーム経由の古代テキストのヨーロッパへの再輸
入にもつながる。十字軍は騎士の活躍の場として人々の記憶に残り、のちの数々の騎士道
文学のモチーフとして大きな影響を与えた。 
 
 
3. 第一次世界大戦の原因 

直接的な契機となったのは、1914 年のサライェヴォ事件において帝位継承者夫妻が暗殺
されオーストリアがセルビアに宣戦したことである。世界大戦に至るほどになった原因と
しては、前提として、帝国主義時代における、重化学工業やそれに関連する鉄道敷設に象
徴されるような、大規模で広域ネットワークとも関わる資本投下と産業での優位を求める
動きが挙げられる。同時に、オスマン帝国の衰退、それとも関連するバルカン半島諸⺠族
の独立要求などナショナリズムの高揚、ロシアを背後に有するパン＝スラヴ主義やパン=
ゲルマン主義といった⺠族的連帯を目指す指向の存在がある。イタリアなどの遅れてきた
帝国主義国の思惑をも含む各国の支配領域拡張主義も挙げられる。普仏戦争以来の独仏の
対立といった地域戦争の要素もある。前提となる同盟や協商などが多く存在したのも、勃
発時に対立するいずれかの連合グループに組みする必要があると各国が感じ次々と参戦
し、世界大戦化を招いた一因である。 
  




